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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流路孔として、水流入孔及び湯流入孔からなる流入孔と流出孔とを有する固定弁体と、
　前記水流入孔及び／又は前記湯流入孔と前記流出孔とを連通させる流路形成凹部を有し
ており、前記固定弁体の上を摺動しうる可動弁体と、
　前記可動弁体を移動させうるレバーハンドルと、
　を備えており、
　前記レバーハンドルの前後回動により、前記可動弁体と前記固定弁体との相対位置を変
化させて、吐出量が調節されるように構成されており、
　前記レバーハンドルの左右回動により、前記可動弁体と前記固定弁体との相対位置を変
化させて、吐水の温度が調節されるように構成されている湯水混合水栓であって、
　前記流路孔のうちの少なくとも一つが、以下の（ａ）から（ｅ）の全てを満たす湯水混
合水栓。
　（ａ）前記可動弁体側に開口する上開口と、前記可動弁体とは反対側に開口する下開口
とを有しており、前記上開口から前記下開口までを繋いでいる。
　（ｂ）前記上開口から前記下開口までの全範囲において上下方向に貫通している上下貫
通流路部を有している。
　（ｃ）前記上開口から所定距離だけ下側の位置から前記上開口までの上下方向範囲に、
前記上下貫通流路よりも横方向に流路を拡張する上拡張部を有する。
　（ｄ）前記下開口から所定距離だけ上側の位置から前記下開口までの上下方向範囲に、
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前記上下貫通流路よりも横方向に流路を拡張する下拡張部を有する。
　（ｅ）前記上拡張部の下端位置が、前記下拡張部の上端位置よりも下側に位置する。
【請求項２】
　前記上拡張部が、上記流路孔の孔側面を形成する上拡張内面を有しており、
　前記上拡張内面は、上方にいくに従って、徐々に又は段階的に、前記上下貫通流路部か
ら離れるように変位しており、
　前記上拡張内面は、外方に向かって凹んでいる窪みを有している請求項１に記載の湯水
混合水栓。
【請求項３】
　前記下拡張部が、上記流路孔の孔側面を形成する下拡張内面を有しており、
　前記下拡張内面は、下方にいくに従って、徐々に又は段階的に、前記上下貫通流路部か
ら離れるように変位しており、
　前記下拡張内面は、外方に向かって凹んでいる窪みを有している請求項１又は２に記載
の湯水混合水栓。
【請求項４】
　前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔であり、
　前記流入孔の前記上開口が、前記固定弁体の外方に向かって凸となるように曲がって延
びる長孔であり、
　前記流入孔の前記上拡張部が、前記上下貫通流路よりも孔長手方向に流路を拡張してお
り、
　前記流入孔の前記下拡張部が、前記上下貫通流路よりも弁中心方向に流路を拡張してい
る請求項１から３のいずれかに記載の湯水混合水栓。
【請求項５】
　前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流出孔であり、
　前記流出孔の前記上拡張部が、前記上下貫通流路よりも弁中心方向に流路を拡張してお
り、
　前記流出孔の前記下拡張部が、前記上下貫通流路よりも弁外側方向に流路を拡張してい
る請求項１から４のいずれかに記載の湯水混合水栓。
【請求項６】
　前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔であり、
　この流入孔における前記上下貫通流路部の断面積がＳ１とされ、
　この流入孔の最小断面積がＳ２とされるとき、
　Ｓ２／Ｓ１が１．１以上である請求項１から５のいずれかに記載の湯水混合水栓。
【請求項７】
　前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔であり、
　この流入孔の前記上開口が、前記固定弁体の外方に向かって凸となるように曲がって延
びる長孔であり、
　この上開口の面積がＳ３とされ、
　この流入孔の最小断面積がＳ２とされるとき、
　Ｓ３／Ｓ２が１．０以上である請求項１から６のいずれかに記載の湯水混合栓。
【請求項８】
　前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔であり、
　この流入孔の前記下開口の面積がＳ４とされ、
　この流入孔の最小断面積がＳ２とされるとき、
　Ｓ４／Ｓ２が１．０以上である請求項１から７のいずれかに記載の湯水混合栓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、湯水混合栓に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　シングルレバー式の湯水混合水栓が知られている。この湯水混合栓では、レバーハンド
ルの左右回動操作により、湯と水との切り替え、及び、湯水混合比の調整が可能である。
更に、レバーハンドルの前後操作により、吐出量の調整が可能である。
【０００３】
　特開平９－４７３６号公報には、固定弁体の水流入弁孔の口部を湯流入弁孔側に拡大し
、逆に湯流入弁孔の口部を小さくした構成が開示されている。この発明では、ハンドルが
正面に来る位置では水流入弁孔のみが混合水流出弁孔に連通される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－４７３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　固定弁体及び可動弁体の大きさは限られており、それらの弁体に形成される孔の大きさ
にも制約がある。この制約の中で、吐出量を高めることなどの機能が求められている。
【０００６】
　本発明の目的は、機能性に優れた湯水混合栓を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る好ましい湯水混合栓は、流路孔として、水流入孔及び湯流入孔からなる流
入孔と流出孔とを有する固定弁体と、前記水流入孔及び／又は前記湯流入孔と前記流出孔
とを連通させる流路形成凹部を有しており、前記固定弁体の上を摺動しうる可動弁体と、
前記可動弁体を移動させうるレバーハンドルと、を備えている。この湯水混合栓は、前記
レバーハンドルの前後回動により、前記可動弁体と前記固定弁体との相対位置を変化させ
て、吐出量が調節されるように構成されている。この湯水混合栓は、前記レバーハンドル
の左右回動により、前記可動弁体と前記固定弁体との相対位置を変化させて、吐水の温度
が調節されるように構成されている。好ましくは、前記流路孔のうちの少なくとも一つが
、以下の（ａ）から（ｅ）の全てを満たす。
　（ａ）前記可動弁体側に開口する上開口と、前記可動弁体とは反対側に開口する下開口
とを有しており、前記上開口から前記下開口までを繋いでいる。
　（ｂ）前記上開口から前記下開口までの全範囲において上下方向に貫通している上下貫
通流路部を有している。
　（ｃ）前記上開口から所定距離だけ下側の位置から前記上開口までの上下方向範囲に、
前記上下貫通流路よりも横方向に流路を拡張する上拡張部を有する。
　（ｄ）前記下開口から所定距離だけ上側の位置から前記下開口までの上下方向範囲に、
前記上下貫通流路よりも横方向に流路を拡張する下拡張部を有する。
　（ｅ）前記上拡張部の下端位置が、前記下拡張部の上端位置よりも下側に位置する。
【０００８】
　好ましくは、前記上拡張部は、上記流路孔の孔側面を形成する上拡張内面を有している
。好ましくは、前記上拡張内面は、上方にいくに従って、徐々に又は段階的に、前記上下
貫通流路部から離れるように変位している。好ましくは、前記上拡張内面は、外方に向か
って凹んでいる窪みを有している。なお、この「外方」とは、その上拡張内面が設けられ
ている当該孔の外方を意味する。
【０００９】
　好ましくは、前記下拡張部は、上記流路孔の孔側面を形成する下拡張内面を有している
。好ましくは、前記下拡張内面は、下方にいくに従って、徐々に又は段階的に、前記上下
貫通流路部から離れるように変位している。好ましくは、前記下拡張内面は、外方に向か
って凹んでいる窪みを有している。なお、この「外方」とは、その下拡張内面が設けられ
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ている当該孔の外方を意味する。
【００１０】
　好ましくは、上記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔（水流入
孔及び湯流入孔）である。好ましくは、前記流入孔の前記上開口が、前記固定弁体の外方
に向かって凸となるように曲がって延びる長孔である。好ましくは、前記流入孔の前記上
拡張部が、前記上下貫通流路よりも孔長手方向に流路を拡張している。好ましくは、前記
流入孔の前記下拡張部が、前記上下貫通流路よりも弁中心方向に流路を拡張している。
【００１１】
　好ましくは、上記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流出孔である。
好ましくは、この流出孔の前記上拡張部が、前記上下貫通流路よりも弁中心方向に流路を
拡張している。好ましくは、前記流出孔の前記下拡張部が、前記上下貫通流路よりも弁外
側方向に流路を拡張している。
【００１２】
　好ましくは、前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔（水流入
孔及び湯流入孔）である。好ましくは、この流入孔における前記上下貫通流路部の断面積
がＳ１とされ、この流入孔の最小断面積がＳ２とされる。好ましくは、Ｓ２／Ｓ１が１．
１以上である。
【００１３】
　好ましくは、前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔（水流入
孔及び湯流入孔）である。好ましくは、この流入孔の前記上開口が、前記固定弁体の外方
に向かって凸となるように曲がって延びる長孔である。この上開口の面積がＳ３とされ、
この流入孔の最小断面積がＳ２とされる。好ましくは、Ｓ３／Ｓ２が１．０以上である。
【００１４】
　好ましくは、前記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす前記流路孔が、前記流入孔（水流入
孔及び湯流入孔）である。好ましくは、この流入孔の前記下開口の面積がＳ４とされ、こ
の流入孔の最小断面積がＳ２とされる。好ましくは、Ｓ４／Ｓ２が１．０以上である。
【発明の効果】
【００１５】
　機能性に優れた湯水混合栓が得られうる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る湯水混合栓の斜視図である。
【図２】図２は、図１の湯水混合栓の一部が示された正面図である。
【図３】図３は、図１の湯水混合栓の一部が示された側面図である。
【図４】図４は、図２のＦ４－Ｆ４線に沿った断面図である。
【図５】図５は、レバー組立体の斜視図である。
【図６】図６は、レバー軸の中心線に垂直な平面に沿ったレバー組立体の縦断面図である
。
【図７】図７は、レバー軸の中心線に沿ったレバー組立体の縦断面図である。
【図８】図８は、レバー組立体の分解斜視図である。
【図９】図９（ａ）は可動弁体の下側部材を上から見た斜視図であり、図９（ｂ）はこの
下側部材を下から見た斜視図である。
【図１０】図１０（ａ）は上記下側部材の平面図（上面図）であり、図１０（ｂ）は上記
下側部材の底面図（下面図）である。
【図１１】図１１（ａ）は図１０（ｂ）のＡ－Ａ線に沿った断面図であり、図１１（ｂ）
は図１０（ｂ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【図１２】図１２（ａ）は固定弁体を上から見た斜視図であり、図１２（ｂ）は固定弁体
を下から見た斜視図である。
【図１３】図１３（ａ）は固定弁体の平面図（上面図）であり、図１３（ｂ）は固定弁体
の底面図（下面図）である。
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【図１４】図１４（ａ）は固定弁体の側面図であり、図１４（ｂ）は図１３（ａ）のＡ－
Ａ線に沿った断面図であり、図１４（ｃ）は図１３（ａ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図であ
る。
【図１５】図１５（ａ）は図１３（ａ）のＣ－Ｃ線に沿った断面図であり、図１５（ｂ）
は図１３（ａ）のＤ－Ｄ線に沿った断面図であり、図１５（ｃ）は図１３（ａ）のＥ－Ｅ
線に沿った断面図である。
【図１６】図１６は（ａ）は図１４（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図であり、図１６は（
ｂ）は図１４（ａ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図であり、図１６は（ｃ）は図１４（ａ）の
Ｃ－Ｃ線に沿った断面図である。
【図１７】図１７（ａ）は、レバー左右位置が水側限界にあり且つレバー前後位置が最大
吐出位置にあるときの、流入孔と流路形成凹部との重なりを示す図であり、図１７（ｂ）
は、レバー左右位置が正面位置にあり且つレバー前後位置が最大吐出位置にあるときの、
流入孔と流路形成凹部との重なりを示す図であり、図１７（ｃ）は、レバー左右位置が湯
側限界にあり且つレバー前後位置が最大吐出位置にあるときの、流入孔と流路形成凹部と
の重なりを示す図である。
【図１８】図１８（ａ）は上下貫通流路部がハッチングで示された上面図であり、図１８
（ｂ）は上下貫通流路部がハッチングで示された下面図である。
【図１９】図１９（ａ）は上拡張部がハッチングで示された上面図であり、図１９（ｂ）
は下拡張部がハッチングで示された下面図である。図１９（ａ）のハッチングは、上拡張
内面を示すものでもある。図１９（ｂ）のハッチングは、下拡張内面を示すものでもある
。
【図２０】図２０は、図１８（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図２１】図２１（ａ）は図１３（ａ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図であり、図２１（ｂ）
は図１３（ａ）のＣ－Ｃ線に沿った断面図である。
【図２２】図２２（ａ）は図２１（ａ）と同じ断面図であり、図２２（ｂ）は図１３（ａ
）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、適宜図面が参照されつつ、好ましい実施形態に基づいて本発明が詳細に説明され
る。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施形態に係る湯水混合栓１０の斜視図である。図２は、湯水混合
栓１０の上部の正面図である。図３は、湯水混合栓１０の上部の側面図である。湯水混合
栓１０は、本体１２、レバーハンドル１４、吐出部１６、湯導入管１８、水導入管２０及
び吐出管２２を有する。吐出部１６は、ヘッド２４を有する。ヘッド２４は、切替レバー
２６を有する。この切替レバー２６の操作により、シャワー吐出と通常吐出との切り替え
が可能である。湯水混合栓１０は、例えば、キッチン、洗面台等で使用される。
【００１９】
　更に、ヘッド２４は、切替ボタン２８と表示部３０を有する。吐出部１６には、浄水カ
ートリッジ（図示されず）が内臓されている。切替ボタン２８により、浄水カートリッジ
を透過する流路と、浄水カートリッジを透過しない流路とが切り換えられる。浄水カート
リッジを透過する流路に切り換えられると、浄水が吐出される。浄水カートリッジを透過
しない流路に切り換えられると、原水が吐出される。表示部３０は、吐水が浄水か原水か
を表示する。
【００２０】
　レバーハンドル１４の前後回動（上下動）により、レバー前後位置が変化する。レバー
前後位置により、吐出量が調整される。本実施形態では、レバーハンドル１４を上側に動
かすほど、吐出量が増加する。図３のレバーハンドル１４の位置は、可動範囲の最も下側
（止水位置）である。逆に、レバーハンドル１４を下側に動かすほど吐出量が増加しても
よい。また、レバーハンドル１４の左右回動により、レバー左右位置が変化する。レバー
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左右位置により、湯と水との混合割合が変化する。レバーハンドル１４の左右回動により
、吐水の温度調整が可能である。
【００２１】
　図４は、図２のＦ４－Ｆ４線に沿った断面図である。湯水混合栓１０は、その内部に、
レバー組立体３８を有する。
【００２２】
　図５は、レバー組立体３８の斜視図である。図６は、レバー軸に対して垂直な断面に沿
ったレバー組立体３８の断面図である。図７は、レバー軸に沿ったレバー組立体３８の断
面図である。図８は、レバー組立体３８の分解斜視図である。可能である。湯水混合栓１
０において、レバー組立体３８は交換可能である。
【００２３】
　図８等が示すように、レバー組立体３８は、移動体４０、ハウジング４２、回動体４４
、レバー４６、レバー軸４８、左右クリック用弾性部材５０、左右クリック用当接体５２
、軸５４、前後クリック用当接体５６、前後クリック用弾性部材５８、可動弁体６０、固
定弁体６２、パッキン６４、Ｏリング６６、Ｏリング６７及びベース体６８を有する。前
述のレバーハンドル１４は、レバー４６に固定されている。
【００２４】
　前後クリック用当接体５６及び前後クリック用弾性部材５８は、移動体４０に取り付け
られている。前後クリック用当接体５６は、前後クリック用弾性部材５８（ねじりバネ）
に付勢されつつ、前後クリック用係合部５９に当接している。前後クリック用係合部５９
は図７に示されており、レバー４６に設けられている。当接体５６と前後クリック用係合
部５９との当接に起因して、レバー４６の前後回動に伴うクリック感が生じる。
【００２５】
 左右クリック用当接体５２及び左右クリック用弾性部材５０は、回動体４４に取り付け
られている。左右クリック用当接体５２は、左右クリック用弾性部材５０（板バネ）に付
勢されつつ、左右クリック用係合部に当接しうる。左右クリック用係合部は図示されてい
ないが、ハウジング４２の内面に設けられている。当接体５２と左右クリック用係合部と
の当接に起因して、レバー４６の左右回動に伴うクリック感が生じる。
【００２６】
　ベース体６８は、湯導入口７０、水導入口７２及び吐出口７４を有する。ベース体６８
の下部には、これら湯導入口７０、水導入口７２及び吐出口７４のそれぞれに対応した開
口が設けられており、これらの開口のそれぞれに、湯導入管１８、水導入管２０及び吐出
管２２が接続されている。
【００２７】
　固定弁体６２は、ベース体６８の上側に固定される。ベース体６８には、固定弁体６２
を固定するための係合凸部７６と、ハウジング４２を固定するための係合凸部７７とが設
けられている。固定弁体６２には、係合凸部７６と係合する係合凹部７８が設けられてい
る。
【００２８】
　固定弁体６２は、湯流入孔８０、水流入孔８２及び流出孔８４を有する。湯流入孔８０
は、ベース体６８の湯導入口７０に接続されている。水流入孔８２は、ベース体６８の水
導入口７２に接続されている。流出孔８４は、ベース体６８の吐出口７４に接続されてい
る。
【００２９】
　可動弁体６０は、上側部材８６と、下側部材８８とを有する。上側部材８６は、下側部
材８８に固定されている。この固定は、凸部９０と凹部９２との係合によって達成されて
いる。本実施形態では、上側部材８６と下側部材８８とが互いに別部材である。別部材と
することで、上側部材８６と下側部材８８とのそれぞれにおいて、最適な材質及び製法が
選択されうる。可動弁体６０は全体として一体的に成形されていてもよい。
【００３０】
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　図６及び図７が示すように、可動弁体６０（下側部材８８）の下面には、流路形成凹部
９４が形成されている。流路形成凹部９４は、下方に向かって開口している。流路形成凹
部９４の上方は閉じている。
【００３１】
　固定弁体６２の上面には、平滑面ＰＬ１が設けられている（図８参照）。前記孔８０、
８２及び８４が存在していない部分に、平滑面ＰＬ１が形成されている。一方、下側部材
８８（可動弁体６０）の下面には、平滑面ＰＬ２が設けられている。流路形成凹部９４が
形成されていない部分に、平滑面ＰＬ２が設けられている。平滑面ＰＬ１と平滑面ＰＬ２
との面接触により、水密状態が確保されている。
【００３２】
　なお、図８が示すように、パッキン６４はパイプ状であるが、図７においては、断面位
置の関係で、パッキン６４が中実であるかのように図示されている。
【００３３】
　上側部材８６の上面には、レバー４６の下端９５と係合するレバー係合凹部９８が設け
られている。レバー４６の下端９５は、このレバー係合凹部９８に挿入されている（図７
参照）。レバー４６（レバーハンドル１４）の動きに連動して、可動弁体６０が固定弁体
６２の上を摺動する。レバーハンドル１４の左右回動に連動して、可動弁体６０は回転す
る。レバーハンドル１４の前後回動に連動して、可動弁体６０は移動する。
【００３４】
　なお、レバー４６とレバー係合凹部９８との係合は、直接的であってもよいし、間接的
であってもよい。例えば、レバー４６とレバー係合凹部９８との間に他の部材が介在して
いてもよい。
【００３５】
　図８が示すように、レバー４６は、軸孔１００を有する。この軸孔１００に、レバー軸
４８が挿通されている。
【００３６】
　回動体４４は、基部１０２と上部１０４とを有する。上部１０４は、レバー挿入孔１０
６と、軸孔１０８とを有する。基部１０２は、可動弁体６０（の上側部材８６）に、スラ
イド可能に取り付けられている。
【００３７】
　レバー４６がレバー挿入孔１０６に挿入されており、このレバー４６の軸孔１００と、
回動体４４の軸孔１０８とが同軸で配置されている。これら軸孔１００及び軸孔１０８に
、レバー軸４８が挿入されている。レバー軸４８の挿入により、レバー４６が、前後回動
可能な状態で、回動体４４に固定される。レバー挿入孔１０６の寸法は、レバー４６の前
後回動を許容しうるように設定されている。なお本願では、レバー軸４８を回転軸とする
レバー４６の回動及びそれに伴うレバーハンドル１４の回動が、「前後回動」とも称され
る。
【００３８】
　移動体４０は、回動体４４に、上下移動が可能な状態で保持されている。移動体４０は
、回動体４４に対して上下移動のみが可能であり、回動体４４に対して相対回転すること
はできない。移動体４０は、レバーハンドル１４の左右回動に連動して回動体４４と共に
回転し、且つこの回転に連動して上下移動しうるように構成されている。この移動体４０
の上下移動は、移動体４０とハウジング４２との間で形成されたカム機構によって達成さ
れている。移動体４０の内面には、凸部１１０（図７参照）が形成されている。このカム
機構は、移動体４０に形成された凸部１１０と、ハウジング４２に設けられた溝１１２（
図６、図７及び図８参照）との係合によって構成されている。図８が示すように、この溝
１１２は曲がって延在している。この溝１１２に沿って凸部１１０が動くことで、移動体
４０は回転しながら上下移動する。移動体４０が上側に移動すると、前後クリックに係る
係合（当接体５６と前後クリック用係合部５９との係合）が解除される。移動体４０が下
側に移動すると、前後クリックに係る係合が達成される。
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【００３９】
　移動体４０は、回動体４４に対する相対回転が不要な状態で、回動体４４に保持されて
いる。移動体４０は、回動体４４とともに回転する。レバーハンドル１４、レバー４６、
移動体４０及び回動体４４は、一緒に回転する。
【００４０】
　図８が示すように、ハウジング４２は、小径円筒部１２０と、大径円筒部１２２と、連
結部１２４とを有する。連結部１２４は、ハウジング４２の半径方向に延在している。小
径円筒部１２０は、上方開口１２６を有する。大径円筒部１２２は、下方開口１２８を有
する。前述の溝１１２は、小径円筒部１２０の外周面に設けられている。
【００４１】
　大径円筒部１２２は、係合孔１３０を有する。この係合孔１３０が、ベース体６８の係
合凸部７７と係合している。この係合により、ハウジング４２は、ベース体６８に固定さ
れている。
【００４２】
　回動体４４の上部１０４の円周面部の外径は、小径円筒部１２０の内径に略等しい。回
動体４４の上部１０４は、小径円筒部１２０に、回転可能な状態で保持されている。この
回転では、上部１０４の外周面と、小径円筒部１２０の内周面とが摺動する。大径円筒部
１２２は、回動体４４の基部１０２、可動弁体６０及び固定弁体６２を収容している。
【００４３】
　図９（ａ）は、可動弁体６０の下側部材８８の斜視図である。図９（ｂ）は、上下反転
された下側部材８８の斜視図である。図１０（ａ）は、下側部材８８の平面図（上面図）
である。図１０（ｂ）は、下側部材８８の底面図（下面図）である。図１１（ａ）は、図
１０（ｂ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図１１（ｂ）は、図１０（ｂ）のＢ－Ｂ線
に沿った断面図である。
【００４４】
　図１１（ａ）及び図１１（ｂ）が示すように、下側部材８８は有底の凹部を有しており
、この凹部が流路形成凹部９４である。このように、本実施形態では、下側部材８８のみ
によって流路形成凹部９４が形成されている。２つの部材によって流路形成凹部９４が形
成されていてもよい。例えば、貫通孔を有する下側部材と、凹部を有する上側部材とによ
って流路形成凹部９４が形成されてもよい。この場合、前記下側部材の前記貫通孔の上側
開口を塞ぐように前記上側部材の前記凹部が配置され、これら前記貫通孔と前記凹部とが
合体して流路形成凹部９４が形成される。
【００４５】
　流路形成凹部９４は、下開口線９４ｂを有している。後述されるように、この下開口線
９４ｂで囲まれる領域と、固定弁体６２の各弁孔の上開口との重なりによって、吐水が実
現する。
【００４６】
 図１２（ａ）は、固定弁体６２を上側から見た斜視図である。図１２（ｂ）は、固定弁
体６２を下側から見た斜視図である。図１３（ａ）は、固定弁体６２の平面図（上面図）
である。図１３（ｂ）は、固定弁体６２の底面図（下面図）である。
【００４７】
　前述のとおり、固定弁体６２は、湯流入孔８０、水流入孔８２及び流出孔８４を有する
。
【００４８】
　湯流入孔８０は、上開口線８０ａを有する。この上開口線８０ａは、平滑面ＰＬ１にお
ける湯流入孔８０の輪郭線である。上開口線８０ａは、湯流入孔８０の上開口の輪郭線で
ある。図１３（ａ）が示すように、上開口線８０ａによって画定される上開口は、曲がっ
た長孔である。更に湯流入孔８０は、下開口線８０ｂを有する。下開口線８０ｂは、湯流
入孔８０の下開口の輪郭線である。
【００４９】
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　水流入孔８２は、上開口線８２ａを有する。この上開口線８２ａは、平滑面ＰＬ１にお
ける水流入孔８２の輪郭線である。上開口線８２ａは、水流入孔８２の上開口の輪郭線で
ある。図１３（ａ）が示すように、上開口線８２ａによって画定される上開口は、曲がっ
た長孔である。更に水流入孔８２は、下開口線８２ｂを有する。下開口線８２ｂは、水流
入孔８２の下開口の輪郭線である。
【００５０】
　流出孔８４は、上開口線８４ａを有する。この上開口線８４ａは、平滑面ＰＬ１におけ
る流出孔８４の輪郭線である。上開口線８４ａは、流出孔８４の上開口の輪郭線である。
更に、流出孔８４は、下開口線８４ｂを有する。下開口線８４ｂは、流出孔８４の下開口
の輪郭線である。
【００５１】
　図１３（ａ）が示すように、上開口線８０ａと上開口線８２ａとは、互いに左右対称で
ある。図１３（ｂ）が示すように、下開口線８０ｂと下開口線８２ｂとは、互いに左右対
称である。
【００５２】
　図１３（ａ）が示すように、流出孔８４の上面開口線８４ａは、左右対称に形成されて
いる。図１３（ｂ）が示すように、流出孔８４の下開口線８４ｂは、左右対称に形成され
ている。
【００５３】
　図１４（ａ）は、固定弁体６２の側面図である。図１４（ｂ）は、図１３（ａ）のＡ－
Ａ線に沿った断面図である。図１４（ｃ）は、図１３（ａ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図で
ある。図１５（ａ）は、図１３（ａ）のＣ－Ｃ線に沿った断面図である。図１５（ｂ）は
、図１３（ａ）のＤ－Ｄ線に沿った断面図である。図１５（ｃ）は、図１３（ａ）のＥ－
Ｅ線に沿った断面図である。
【００５４】
　図１６（ａ）は、図１４（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図１６（ａ）は、固
定弁体６２の高さの１／４の位置における断面図である。図１６（ｂ）は、図１４（ａ）
のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。図１６（ｂ）は、固定弁体６２の高さの１／２の位置
における断面図である。図１６（ｃ）は、図１４（ａ）のＣ－Ｃ線に沿った断面図である
。図１６（ｃ）は、固定弁体６２の高さの３／４の位置における断面図である。
【００５５】
　図１４（ａ）から図１６（ｃ）が示すように、固定弁体６２を構成する各孔８０、８２
、８４は、複雑な形状を呈している。
【００５６】
　本願では、「流入孔」との文言が用いられる。この流入孔は、湯流入孔８０及び水流入
孔８２を含む概念である。
【００５７】
　本願では、「流路孔」との文言が用いられる。この流路孔は、流入孔８０，８２及び流
出孔８４を含む概念である。固定弁体６２は、これらの流路孔８０，８２，８４を有して
いる。
【００５８】
　図１７（ａ）、図１７（ｂ）及び図１７（ｃ）は、各流路孔８０，８２，８４と流路形
成凹部９４との重なり状態を示す。これら図１７（ａ）、図１７（ｂ）及び図１７（ｃ）
において、可動弁体６０の下側部材８８の下面線が破線で描かれており、下側部材８８の
下にある固定弁体６２が実線で描かれている。これらの図において、流路形成凹部９４の
下開口と流入孔８０，８２の上開口との重なり領域Ｒ１が、ハッチングで示されている。
【００５９】
　図１７（ａ）では、レバー左右位置が水側限界（右側限界）であり、レバー前後位置が
最大吐出位置である。この状態において、上記重なり領域Ｒ１は、水流入孔８２と流路形
成凹部９４との間でのみ生ずる。この状態では、水のみ（水１００％）が吐出される。
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【００６０】
　図１７（ｂ）では、レバー左右位置が正面位置であり、レバー前後位置が最大吐出位置
である。この状態において、上記重なり領域Ｒ１は、水流入孔８２と流路形成凹部９４と
の間でのみ生ずる。この状態でも、水のみ（水１００％）が吐出される。湯水混合栓１０
では、レバー左右位置が正面であるとき、水のみ（水１００％）が吐出される。レバー左
右位置が正面であるときに水のみが吐出されるように、下開口線９４ｂの形状は左右非対
称とされている。湯水混合栓１０は、節湯性及び省エネルギー性に優れる。
【００６１】
　図１７（ｃ）では、レバー左右位置が湯側限界（左限界）であり、レバー前後位置が最
大吐出位置である。この状態において、上記重なり領域Ｒ１は、湯流入孔８０と流路形成
凹部９４との間でのみ生ずる。この状態では、湯のみ（湯１００％）が吐出される。湯１
００％の吐出は、この図１７（ｃ）の状態でのみ生ずる。すなわち、レバー左右位置が湯
側限界よりも水側にあるとき、湯と水とが混合されるか、又は、水のみが吐出される。
【００６２】
　このように、湯水混合栓１０は、レバーハンドル１４の左右回動により、可動弁体６０
と固定弁体６２との相対位置を変化させて、吐水の温度が調節されるように構成されてい
る。湯水混合栓１０は、前記レバーハンドルの前後回動により可動弁体６０と固定弁体６
２との相対位置を変化させて、吐出量が調節されるように構成されている。
【００６３】
　図１８（ａ）は、図１３（ａ）と同じく、固定弁体６２の上面図である。図１９（ａ）
も、固定弁体６２の上面図である。図１８（ｂ）は、図１３（ｂ）と同様に、固定弁体６
２の下面図である。図１９（ｂ）も、固定弁体６２の下面図である。図２０は、図１８（
ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図２１（ａ）は、図１４（ｃ）と同じく、図１３
（ａ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。図２１（ｂ）は、図１５（ａ）と同じく、図１
３（ａ）のＣ－Ｃ線に沿った断面図である。図２２（ａ）は、図２１（ａ）と同じく、図
１３（ａ）のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。図２２（ｂ）は、図１４（ｂ）と同じく、
図１３（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【００６４】
　本願では、「上下貫通流路部」との文言が用いられる。この上下貫通流路部は、孔の上
開口から下開口までの全範囲において上下方向に貫通している部分を意味する。上下方向
とは、平滑面ＰＬ１に対して垂直な方向である。図２０において一点鎖線ハッチングで示
されている部分が、上下貫通流路部Ｐ１である。
【００６５】
　したがって、上下貫通流路部Ｐ１は、上面図（平面図）及び下面図（底面図）において
、貫通孔として視認される。図１８（ａ）の上面図において、上下貫通流路部Ｐ１は、上
面から下面まで貫通した孔として描かれる。図１８（ｂ）の下面図においても同様に、上
下貫通流路部Ｐ１は、下面から上面まで貫通した孔として描かれる。
【００６６】
　図２０、図２１（ａ）及び図２１（ｂ）が示すように、上下貫通流路部Ｐ１は、境界面
Ｌｐを有する。境界面Ｌｐは、上下方向に延在し且つ孔側面に内接する面である。上下貫
通流路部Ｐ１は、境界面Ｌｐの内側の空間である。
【００６７】
　本願では、「上拡張部」との文言が用いられる。この上拡張部は、前記上開口から所定
距離だけ下側の位置から前記上開口までの上下方向範囲に位置し、上下貫通流路部Ｅ１よ
りも横方向に流路を拡張する部分である。この「横方向」とは、上下方向に対して垂直な
あらゆる方向を意味する。図１９（ａ）及び図２０において破線ハッチングで示されてい
る部分が、上拡張部Ｅ１である。
【００６８】
　上拡張部Ｅ１は、上記流路孔の孔側面を形成する上拡張内面ｍ１を有している（図２０
及び図２１（ｂ）参照）。上拡張部Ｅ１は、上拡張内面ｍ１と境界面Ｌｐとによって画定
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される部分である。図１９（ａ）において破線ハッチングで示されている面が、上拡張内
面ｍ１である。本実施形態では上拡張内面ｍ１の全てが上面図に現れているが、上拡張内
面ｍ１の一部が上面図に現れない実施形態も可能である。例えば、上拡張内面ｍ１の一部
が、上方から視認されない湾曲面であってもよい。円滑な流れの観点から、上拡張内面ｍ
１の全てが上面図に現れるのが好ましい。
【００６９】
　図１９（ａ）の上面図において、上拡張部Ｅ１は、上側から見える孔側面（斜面）の上
方の空間である。
【００７０】
　本願では、「下拡張部」との文言が用いられる。この下拡張部は、前記下開口から所定
距離だけ上側の位置から前記下開口までの上下方向範囲に位置し、前記上下貫通流路より
も横方向に流路を拡張する部分である。図２１（ａ）等において破線ハッチングで示され
ている部分が、下拡張部Ｅ２である。
【００７１】
　下拡張部Ｅ２は、上記流路孔の孔側面を形成する下拡張内面ｍ２を有している（図２１
（ａ）参照）。上拡張部Ｅ２は、下拡張内面ｍ２と境界面Ｌｐとによって画定される部分
である。図１９（ｂ）において破線ハッチングで示されている面が、下拡張内面ｍ２であ
る。本実施形態では下拡張内面ｍ２の全てが下面図に現れているが、下拡張内面ｍ２の一
部が下面図に現れない実施形態も可能である。例えば、下拡張内面ｍ２の一部が、下方か
ら視認されない湾曲面であってもよい。円滑な流れの観点から、下拡張内面ｍ２の全てが
下面図に現れるのが好ましい。
【００７２】
　なお、図２０においてドット（散点）で示されている部分は、パッキン６４によって占
められる部分であるから、下拡張部Ｅ２ではない。
【００７３】
　図１９（ｂ）の下面図において、下拡張部Ｅ２は、下側から見える孔側面（斜面）の下
方の空間である。
【００７４】
　好ましくは、流路孔８０，８２，８４のうちの少なくとも一つが、以下の（ａ）から（
ｅ）の全てを満たしている。
　（ａ）可動弁体６０側に開口する上開口と、可動弁体６０とは反対側に開口する下開口
とを有しており、前記上開口から前記下開口までを繋いでいる。
　（ｂ）前記上開口から前記下開口までの全範囲において上下方向に貫通している上下貫
通流路部Ｐ１を有している。
　（ｃ）前記上開口から所定距離だけ下側の位置から前記上開口までの上下方向範囲に、
上下貫通流路部Ｐ１よりも横方向に流路を拡張する上拡張部Ｅ１を有する。
　（ｄ）前記下開口から所定距離だけ上側の位置から前記下開口までの上下方向範囲に、
上下貫通流路部Ｐ１よりも横方向に流路を拡張する下拡張部Ｅ２を有する。
　（ｅ）上拡張部Ｅ１の下端位置が、下拡張部Ｅ２の上端位置よりも下側に位置する。
【００７５】
　湯水混合栓１０では、湯流入孔８０及び水流入孔８２が、上記（ａ）から（ｅ）の全て
を満たしている。
【００７６】
　湯流入孔８０に関して、上記（ａ）から（ｅ）の充足性を説明する。図１８（ａ）、図
１８（ｂ）及び図２０が示すように、湯流入孔８０は、上下貫通流路部Ｐ１としての上下
貫通流路部Ｐ１０を有する。図１９（ａ）、図２０及び図２１（ｂ）が示すように、湯流
入孔８０は、上拡張部Ｅ１としての上拡張部Ｅ１０を有する。図１９（ｂ）及び図２１（
ａ）が示すように、湯流入孔８０は、下拡張部Ｅ２としての下拡張部Ｅ２０を有する。従
って、湯流入孔８０は、上記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）を満たしている。
【００７７】
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　図２１（ａ）と図２１（ｂ）との組み合わせが示すように、上拡張部Ｅ１０の下端位置
ｂｔが、下拡張部Ｅ２０の上端位置ｔｐよりも下側に位置している。換言すれば、上拡張
部Ｅ１０と下拡張部Ｅ２０とは、上下方向位置において互いに重複する重複部Ｔｆを有す
る。従って、湯流入孔８０は、上記（ｅ）をも満たしている。このように、湯流入孔８０
は、上記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす。
【００７８】
　水流入孔８２に関して、上記（ａ）から（ｅ）の充足性を説明する。図１８（ａ）、図
１８（ｂ）及び図２０が示すように、水流入孔８２は、上下貫通流路部Ｐ１としての上下
貫通流路部Ｐ１２を有する。図１９（ａ）及び図２０が示すように、水流入孔８２は、上
拡張部Ｅ１としての上拡張部Ｅ１２を有する。図１９（ｂ）及び図２１（ａ）が示すよう
に、水流入孔８２は、下拡張部Ｅ２としての下拡張部Ｅ２２を有する。従って、水流入孔
８２は、上記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）を満たしている。
【００７９】
　図２０が示すように、水流入孔８２における上拡張部Ｅ１２の下端位置ｂｔは、湯流入
孔８０の下端位置ｂｔと同じである。よって、図２１（ａ）と図２１（ｂ）との組み合わ
せから類推できるように、上拡張部Ｅ１２の下端位置ｂｔが、下拡張部Ｅ２２の上端位置
ｔｐよりも下側に位置している。換言すれば、上拡張部Ｅ１２と下拡張部Ｅ２２とは、上
下方向位置において互いに重複する重複部Ｔｆを有する。なお、水流入孔８２の上拡張部
Ｅ１２の下端位置ｂｔの上下方向位置は、図２１（ｂ）で示される上拡張部Ｅ１０の下端
位置ｂｔの上下方向位置に等しい。従って、水流入孔８２は、上記（ｅ）をも満たしてい
る。このように、水流入孔８２は、上記（ａ）から（ｅ）の全てを満たす。
【００８０】
　更に、湯水混合栓１０では、流出孔８４が、上記（ａ）から（ｂ）の全てを満たしてい
る。
【００８１】
　流出孔８４に関して、上記（ａ）から（ｅ）の充足性を説明する。図１８（ａ）及び図
１８（ｂ）が示すように、流出孔８４は、上下貫通流路部Ｐ１としての上下貫通流路部Ｐ
１４を有する。図１９（ａ）及び図２２（ｂ）が示すように、流出孔８４は、上拡張部Ｅ
１としての上拡張部Ｅ１４を有する。図１９（ｂ）及び図２２（ｂ）が示すように、流出
孔８４は、下拡張部Ｅ２としての下拡張部Ｅ２４を有する。従って、流出孔８４は、上記
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）を満たしている。
【００８２】
　図２２（ｂ）が示すように、上拡張部Ｅ１４の下端位置ｂｔが、下拡張部Ｅ２４の上端
位置ｔｐよりも下側に位置している。換言すれば、上拡張部Ｅ１４と下拡張部Ｅ２４とは
、上下方向位置において互いに重複する重複部Ｔｆを有する。従って、流出孔８４は、上
記（ｅ）をも満たしている。このように、流出孔８４は、上記（ａ）から（ｅ）の全てを
満たす。
【００８３】
　図２１（ａ）が示すように、湯流入孔８０の下拡張部Ｅ２０の一部は、流出孔８４の上
拡張部Ｅ１４の下側に位置する。また、水流入孔８２の下拡張部Ｅ２２の一部は、流出孔
８４の上拡張部Ｅ１４の下側に位置する。このように、上拡張部Ｅ１の下側に下拡張部Ｅ
２の一部が位置している。この配置により、限られた大きさの固定弁体６２において、上
拡張部Ｅ１及び下拡張部Ｅ２の断面積が確保されうる。これは、流量の増大に寄与する。
【００８４】
　図２２（ａ）と図２２（ｂ）との対比から明らかなように、流出孔８４の上拡張部Ｅ１
４の下端位置ｂｔは、湯流入孔８０の下拡張部Ｅ２０の上端位置ｔｐよりも下側に位置し
ている。また、流出孔８４の上拡張部Ｅ１４の下端位置ｂｔは、水流入孔８２の下拡張部
Ｅ２２の上端位置ｔｐよりも下側に位置している。
【００８５】
　流量（流入量及び流出量）を増大させるためには、流路孔の断面積を大きくする必要が
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ある。一方、固定弁体６２の上開口の形状及び位置は、可動弁体６０の流路形成凹部９４
の形状、可動弁体６０の移動範囲、固定弁体６２の流出孔８４の形状などの制約を受ける
（制約１）。また、固定弁体６２の下開口の形状及び位置は、固定弁体６２の下部に接続
される部材の流路の形状及び位置によって制約される（制約２）。これらの制約に起因し
て、流量の増大には課題があった。
【００８６】
　上記（ａ）から（ｅ）を満たす場合、上開口については、上記制約１のみを考慮してそ
の面積を拡大することができ、更に上拡張部Ｅ１により流量の増大が可能となる。また下
開口については、上記制約２のみを考慮してその面積を拡大することができ、更に下拡張
部Ｅ２により流量の増大が可能となる。
【００８７】
［Ｔ２／Ｔ１］
　図２１（ａ）、図２１（ｂ）及び図２２（ｂ）において両矢印Ｔ１で示されているのは
、流路孔の上下方向長さである。図２１（ａ）、図２１（ｂ）及び図２２（ｂ）において
両矢印Ｔ２で示されているのは、上拡張部Ｅ１と下拡張部Ｅ２との上記重複部Ｔｆの上下
方向長さである。各流路孔（湯流入孔８０、水流入孔８２及び流出孔８４）のそれぞれに
ついて、比（Ｔ２／Ｔ１）が設定されるのが好ましい。
【００８８】
　上記要件（ｅ）に起因して、上述の制約の下であっても孔流路の断面積を全体として拡
大することができ、流量の増大が可能となる（拡張部重複効果）。この観点から、Ｔ２／
Ｔ１は、０．０３以上が好ましく、０．１以上がより好ましく、０．１５以上がより好ま
しい。Ｔ２／Ｔ１が過大である場合、上拡張部Ｅ１の下側の肉厚が小さくなったり、下拡
張部Ｅ２の上側の肉厚が小さくなったりして、耐久性が低下することがある。この観点か
ら、Ｔ２／Ｔ１は、０．７以下が好ましく、０．５以下がより好ましく、０．４以下がよ
り好ましい。
【００８９】
　なお、上記実施形態において、湯流入孔８０のＴ２／Ｔ１は０．３であり、水流入孔８
２のＴ２／Ｔ１は０．３であり、流出孔８４のＴ２／Ｔ１は０．０４であった。
【００９０】
　長さＴ１が過小である場合、長さＴ２の確保が困難となることがある。加えて、固定弁
体６２の耐久性が低下しうる。これらの観点から、流路孔の上下方向長さＴ１は、５ｍｍ
以上が好ましく、６ｍｍ以上がより好ましく、６．５ｍｍ以上がより好ましい。バルブ及
び水栓１０の大型化を防止する観点から、長さＴ１は、１５ｍｍ以下が好ましく、１０ｍ
ｍ以下がより好ましく、８ｍｍ以下がより好ましい。
【００９１】
　なお、上記実施形態において、湯流入孔８０の長さＴ１は６．８ｍｍであり、水流入孔
８２の長さＴ１は６．８ｍｍであり、流出孔８４の長さＴ１は６．８ｍｍであった。
【００９２】
［上拡張内面の形状］
　図２０及び図２１（ｂ）が示すように、湯流入孔８０の上拡張内面ｍ１は、上方にいく
に従って、徐々に、上下貫通流路部Ｐ１０から離れるように変位している。すなわち、境
界面Ｌｐと上拡張内面ｍ１との距離（横方向距離）が、上方にいくに従って、徐々に大き
くなっている。この変位は、段階的であってもよい。すなわち、上拡張内面ｍ１は、上方
にいくに従って、段階的に、上下貫通流路部Ｐ１０から離れるように変位していてもよい
。
【００９３】
　図２０が示すように、水流入孔８２の上拡張内面ｍ１は、上方にいくに従って、徐々に
、上下貫通流路部Ｐ１２から離れるように変位している。すなわち、境界面Ｌｐと上拡張
内面ｍ１との距離（横方向距離）が、上方にいくに従って、徐々に大きくなっている。こ
の変位は、段階的であってもよい。すなわち、上拡張内面ｍ１は、上方にいくに従って、
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段階的に、上下貫通流路部Ｐ１２から離れるように変位していてもよい。
【００９４】
　図２２（ｂ）が示すように、流出孔８４の上拡張内面ｍ１は、上方にいくに従って、徐
々に、上下貫通流路部Ｐ１４から離れるように変位している。すなわち、境界面Ｌｐと上
拡張内面ｍ１との距離（横方向距離）が、上方にいくに従って、徐々に大きくなっている
。この変位は、段階的であってもよい。すなわち、上拡張内面ｍ１は、上方にいくに従っ
て、段階的に、上下貫通流路部Ｐ１４から離れるように変位していてもよい。
【００９５】
　図２０において符号Ｌ１で示されているのは、湯流入孔８０の上拡張内面ｍ１の断面線
の両端を結ぶ直線である。上拡張内面ｍ１は、この直線Ｌ１よりも外方（湯流入孔８０の
外方）に位置している。すなわち、上拡張内面ｍ１の全体が、外方に向かって凹んでいる
窪みを形成している。この窪みは、断面積を増大させる。流量を高める観点から、湯流入
孔８０の上拡張内面ｍ１は、外方に向かって凹んでいる窪みを有しているのが好ましい。
【００９６】
　水流入孔８２についても同様である。図２０が示すように、水流入孔８２の上拡張内面
ｍ１の全体が、外方（水流入孔８２の外方）に向かって凹んでいる窪みを形成している。
この窪みは、断面積を増大させる。流量を高める観点から、水流入孔８２の上拡張内面ｍ
１は、外方に向かって凹んでいる窪みを有しているのが好ましい。
【００９７】
　流出孔８４についても同様である。図２２（ｂ）が示すように、流出孔８４の上拡張内
面ｍ１の全体が、外方（流出孔８４の外方）に向かって凹んでいる窪みを形成している。
この窪みは、断面積を増大させる。流量を高める観点から、流出孔８４の上拡張内面ｍ１
は、外方に向かって凹んでいる窪みを有しているのが好ましい。
【００９８】
　このように、流路孔（湯流入孔８０、水流入孔８２及び流出孔８４）のそれぞれにおい
て、上拡張内面ｍ１は、流路抵抗を抑制しうる形状を有している。すなわち、上述したよ
うな上拡張内面ｍ１の変位により、流路抵抗が抑制され、流量が増大しうる。流路抵抗を
抑制する観点から、上述の「段階的」よりも、「徐々に」が好ましい。すなわち、上拡張
内面ｍ１は、上方にいくに従って、徐々に、上下貫通流路部Ｐ１から離れるように変位し
ているのが好ましい。上拡張内面ｍ１は、滑らかな曲面及び／又は平面で構成されている
のが好ましく、滑らかな曲面又は平面で構成されているのがより好ましい。
【００９９】
［下拡張内面ｍ２の形状］
　前述の通り、湯流入孔８０の下拡張部Ｅ２０は、流路孔の孔側面を形成する下拡張内面
ｍ２を有している（図２１（ａ）参照）。下拡張内面ｍ２は、下方にいくに従って、徐々
に、上下貫通流路部Ｐ１０から離れるように変位している。すなわち、境界面Ｌｐと下拡
張内面ｍ２との距離（横方向距離）が、下方にいくに従って、徐々に大きくなっている。
この変位は、段階的であってもよい。すなわち、下拡張内面ｍ２は、下方にいくに従って
、段階的に、上下貫通流路部Ｐ１０から離れるように変位していてもよい。
【０１００】
　前述の通り、水流入孔８２の下拡張部Ｅ２２は、流路孔の孔側面を形成する下拡張内面
ｍ２を有している（図２１（ａ）参照）。下拡張内面ｍ２は、下方にいくに従って、徐々
に、上下貫通流路部Ｐ１２から離れるように変位している。すなわち、境界面Ｌｐと下拡
張内面ｍ２との距離（横方向距離）が、下方にいくに従って、徐々に大きくなっている。
この変位は、段階的であってもよい。すなわち、下拡張内面ｍ２は、下方にいくに従って
、段階的に、上下貫通流路部Ｐ１２から離れるように変位していてもよい。
【０１０１】
　図２１（ａ）において符号Ｌ２で示されているのは、湯流入孔８０の下拡張内面ｍ２の
断面線の両端を結ぶ直線である。下拡張内面ｍ２は、この直線Ｌ２よりも外側（湯流入孔
８０の外方）に位置している。すなわち、下拡張内面ｍ２の全体が、外方に向かって凹ん
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でいる窪みを形成している。このように、湯流入孔８０の下拡張内面ｍ２は、外方に向か
って凹んでいる窪みを有しているのが好ましい。
【０１０２】
　水流入孔８２についても同様である。図２１（ａ）が示すように、水流入孔８２の下拡
張内面ｍ２の全体が、外方（水流入孔８２の外方）に向かって凹んでいる窪みを形成して
いる。このように、水流入孔８２の下拡張内面ｍ２は、外方に向かって凹んでいる窪みを
有しているのが好ましい。
【０１０３】
　流出孔８４についても同様である。図２２（ｂ）が示すように、流出孔８４の下拡張内
面ｍ２の全体が、外方（流出孔８４の外方）に向かって凹んでいる窪みを形成している。
このように、流出孔８４の下拡張内面ｍ２は、外方に向かって凹んでいる窪みを有してい
るのが好ましい。
【０１０４】
　このように、流路孔（湯流入孔８０、水流入孔８２及び流出孔８４）のそれぞれにおい
て、下拡張内面ｍ２は、流路抵抗を抑制しうる形状を有している。すなわち、上述したよ
うな下拡張内面ｍ２の変位により、流路抵抗が抑制され、流量が増大しうる。流路抵抗を
抑制する観点から、上述の「段階的」よりも、「徐々に」が好ましい。すなわち、下拡張
内面ｍ２は、下方にいくに従って、徐々に、上下貫通流路部Ｐ１から離れるように変位し
ているのが好ましい。下拡張内面ｍ２は、滑らかな曲面及び／又は平面で構成されている
のが好ましく、滑らかな曲面又は平面で構成されているのがより好ましい。
【０１０５】
［湯流入孔８０の形状］
　図１３（ａ）が示すように、湯流入孔８０の上開口は、固定弁体６２の外方に向かって
凸となるように曲がって延びる長孔である。この上開口は、レバーハンドル１４の左右回
動に伴う可動弁体６０の回転方向に沿って延びている。図１９（ａ）と図１８（ａ）との
対比から明らかなように、湯流入孔８０の上拡張部Ｅ１０は、上下貫通流路部Ｐ１０より
も孔長手方向に流路を拡張している。換言すれば、上拡張部Ｅ１０は、湯流入孔８０の長
手方向を延長するように設けられている。一方、図１９（ｂ）と図１８（ｂ）との対比か
ら明らかなように、湯流入孔８０の下拡張部Ｅ２０は、上下貫通流路部Ｐ１０よりも弁中
心方向に流路を拡張している。弁中心方向とは、固定弁体６２の中心に向かう方向である
。図１６（ａ）から（ｃ）の対比において、湯流入孔８０の下拡張内面ｍ２が下方に行く
ほど弁中心方向に変位しているのが分かる。このような形状により、上述の制約に対して
悪影響を与えることなく、湯流入孔８０の流路を拡大することができる。
【０１０６】
［水流入孔８２の形状］
　図１３（ａ）が示すように、水流入孔８２の上開口は、固定弁体６２の外方に向かって
凸となるように曲がって延びる長孔である。この上開口は、レバーハンドル１４の左右回
動に伴う可動弁体６０の回転方向に沿って延びている。図１９（ａ）と図１８（ａ）との
対比から明らかなように、水流入孔８２の上拡張部Ｅ１２は、上下貫通流路部Ｐ１２より
も孔長手方向に流路を拡張している。換言すれば、上拡張部Ｅ１２は、水流入孔８２の長
手方向を延長するように設けられている。一方、図１９（ｂ）と図１８（ｂ）との対比か
ら明らかなように、水流入孔８２の下拡張部Ｅ２２は、上下貫通流路部Ｐ１２よりも弁中
心方向に流路を拡張している。図１６（ａ）から（ｃ）の対比において、水流入孔８２の
下拡張内面ｍ２が下方に行くほど弁中心方向に変位しているのが分かる。このような形状
により、上述の制約に対して悪影響を与えることなく、水流入孔８２の流路を拡大するこ
とができる。
【０１０７】
［流出孔８４の形状］
　図１９（ａ）と図１８（ａ）との対比から明らかなように、流出孔８４の上拡張部Ｅ１
４は、上下貫通流路部Ｐ１４よりも弁中心方向に流路を拡張している。一方、図１９（ｂ
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）と図１８（ｂ）との対比から明らかなように、流出孔８４の下拡張部Ｅ２４は、上下貫
通流路部Ｐ１４よりも弁外側方向に流路を拡張している。弁外側方向とは、固定弁体６２
の外側に向かう方向である。このような形状により、上述の制約に対して悪影響を与える
ことなく、流出孔８４の流路を拡大することができる。
【０１０８】
［Ｓ２／Ｓ１］
　上記流入孔（湯流入孔８０及び水流入孔８２のそれぞれ）において、断面積Ｓ１が定義
される。断面積Ｓ１は、上下貫通流路部Ｐ１の断面積である。断面積Ｓ１は、上下方向に
対して垂直な平面による断面において測定される。断面積Ｓ１は、上下方向位置に関わら
ず一定である。
【０１０９】
　上記流入孔（湯流入孔８０及び水流入孔８２のそれぞれ）において、最小断面積Ｓ２が
定義される。流入孔の断面積は、上下方向位置によって変化している。最小断面積Ｓ２は
、流入孔の断面積のうちの最小値である。最小断面積Ｓ２も、上下方向に対して垂直な平
面において測定される。
【０１１０】
　Ｓ２／Ｓ１が小さくなると、その流入孔はストレート孔に近くなる。この場合、上述の
制約の回避が困難となり、固定弁体６２等の弁体が大型となりやすい。よって水栓も大型
となりやすい。上述の制約を回避し、弁体を小型とする観点から、Ｓ２／Ｓ１は、１．０
以上が好ましく、１．１以上がより好ましく、１．２以上がより好ましい。
【０１１１】
　Ｓ２／Ｓ１を大きくするには以下の手段が考えられるが、各手段には以下のような課題
がある。
　（ａ）上拡張部Ｅ１の断面積を大きくすることで、Ｓ２／Ｓ１が大きくなりうるが、こ
の場合、上開口の断面積が大きくなる。上開口の断面積は、上述の制約によって制限され
る。
　（ｂ）下拡張部Ｅ２の断面積を大きくすることで、Ｓ２／Ｓ１が大きくなりうるが、こ
の場合、下開口の断面積が大きくなる。下開口の断面積は、上述の制約によって制限され
る。
　（ｃ）上拡張部Ｅ１をより下方まで延長することで、Ｓ２／Ｓ１が大きくなりうるが、
この場合、上拡張部Ｅ１の下側に位置する部分の肉厚が小さくなり、耐久性が低下しうる
。
　（ｄ）下拡張部Ｅ２をより上方まで延長することで、Ｓ２／Ｓ１が大きくなりうるが、
この場合、下拡張部Ｅ２の下側に位置する部分の肉厚が小さくなり、耐久性が低下しうる
。
【０１１２】
　これらの点を考慮すると、Ｓ２／Ｓ１は、１．５以下が好ましく、１．４５以下がより
好ましく、１．４以下がより好ましい。
【０１１３】
　なお、本実施形態のＳ２／Ｓ１は、１．３５であった。
【０１１４】
　湯水混合栓１０の大型化を防止しつつ、流入孔の流量を確保する観点から、断面積Ｓ１
は、２５ｍｍ２以上が好ましく、３０ｍｍ２以上がより好ましく、３５ｍｍ２以上がより
好ましく、４５ｍｍ２以下が好ましく、４２ｍｍ２以下がより好ましく、４０ｍｍ２以下
がより好ましい。
【０１１５】
　なお、本実施形態において、湯流入孔８０の断面積Ｓ１は３６．５ｍｍ２であり、水流
入孔８２の断面積Ｓ１は３６．５ｍｍ２であった。
【０１１６】
　湯水混合栓１０の大型化を防止しつつ、流入孔の流量を確保する観点から、最小断面積
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Ｓ２は、３５ｍｍ２以上が好ましく、４０ｍｍ２以上がより好ましく、４５ｍｍ２以上が
より好ましく、６０ｍｍ２以下が好ましく、５５ｍｍ２以下がより好ましく、５３ｍｍ２

以下がより好ましい。
【０１１７】
　なお、本実施形態において、湯流入孔８０の最小断面積Ｓ２は４９．１ｍｍ２であり、
水流入孔８２の最小断面積Ｓ２は４９．１ｍｍ２であった。
【０１１８】
［Ｓ３／Ｓ２］
　前述の通り、流入孔（湯流入孔８０、水流入孔８２）の上開口は、固定弁体６２の外方
に向かって凸となるように曲がって延びる長孔である。この上開口の面積がＳ３とされ、
この流入孔の最小断面積がＳ２とされる。
【０１１９】
　温度調整機能を高める観点から、レバーハンドル１４の左右回動範囲を広くして、水か
ら湯に向かうときの温度変化が緩やかとされるのが好ましい。この点を考慮すると、上開
口の長手方向長さが大きくされるのがよい。また、流路抵抗の観点から、上開口の幅も大
きくされるのがよい。これらの観点から、Ｓ３／Ｓ２は、１．０以上が好ましく、１．０
２以上がより好ましく、１．０５以上がより好ましい。上記長手方向長さ及び上記幅には
制約があるとの観点から、Ｓ３／Ｓ２は、２．０以下が好ましく、１．４以下がより好ま
しく、１．２以下がより好ましい。
【０１２０】
　湯水混合栓１０の大型化を防止しつつ、流入孔の流量を確保する観点から、上開口面積
Ｓ３は、４０ｍｍ２以上が好ましく、４２ｍｍ２以上がより好ましく、４５ｍｍ２以上が
より好ましく、６０ｍｍ２以下が好ましく、５８ｍｍ２以下がより好ましく、５５ｍｍ２

以下がより好ましい。
【０１２１】
　なお、本実施形態において、湯流入孔８０の面積Ｓ３は５２．０ｍｍ２であり、水流入
孔８２の面積Ｓ３は５２．０ｍｍ２であった。
【０１２２】
［Ｓ４／Ｓ２］
　上記流入孔（湯流入孔８０、水流入孔８２）の下開口の面積がＳ４とされる。
【０１２３】
　上記要件（ｅ）に起因して、上述の制約の下であっても孔流路の断面積を全体として拡
大することができ、流量の増大が可能となる（拡張部重複効果）。また、上拡張部Ｅ１及
び下拡張部Ｅ２を上述のような外方に向かって凹む形状とすることで、流路抵抗の増大が
防止される。これらの効果を一層高める観点から、Ｓ４／Ｓ２は、１．０以上が好ましく
、１．０５以上がより好ましく、１．１以上がより好ましい。上述の制約を考慮すると、
Ｓ４／Ｓ２は、２．０以下が好ましく、１．８以下がより好ましく、１．４以下がより好
ましい。
【０１２４】
　湯水混合栓１０の大型化を防止しつつ、流入孔の流量を確保する観点から、下開口面積
Ｓ４は、４０ｍｍ２以上が好ましく、５０ｍｍ２以上がより好ましく、５５ｍｍ２以上が
より好ましく、７０ｍｍ２以下が好ましく、６７ｍｍ２以下がより好ましく、６５ｍｍ２

以下がより好ましい。
【０１２５】
　なお、本実施形態において、湯流入孔８０の面積Ｓ４は６１．８ｍｍ２であり、水流入
孔８２の面積Ｓ４は６１．８ｍｍ２であった。
【０１２６】
　可動弁体の上側部材の材質として、樹脂及び金属が例示される。この樹脂には、繊維強
化樹脂も含まれる。レバー操作時に金属同士が摺動すると、不快な音が発生する場合があ
る。不快音回避の観点から、上側部材の材質としては、樹脂が好ましい。また、この上側
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部材を樹脂とすることで、可動弁体全体としての製造コストが抑制される。上記実施形態
では、樹脂が用いられた。
【０１２７】
　可動弁体の下側部材の材質として、樹脂（繊維強化樹脂を含む）、金属及びセラミック
が例示される。固定弁体との摺動における耐摩耗性の観点から、セラミックが好ましい。
このセラミックは、水に対する腐食性、強度及び耐久性の観点からも好ましい。上記実施
形態では、セラミックが用いられた。
【０１２８】
　固定弁体の材質として、樹脂（繊維強化樹脂を含む）、金属及びセラミックが例示され
る。可動弁体（下側部材）との摺動における耐摩耗性の観点から、セラミックが好ましい
。このセラミックは、水に対する腐食性、強度及び耐久性の観点からも好ましい。上記実
施形態では、セラミックが用いられた。
【０１２９】
　本願には、請求項（独立形式請求項を含む）に係る発明とは異なる他の発明も記載され
ている。本願の請求項及び実施形態に記載されたそれぞれの形態、部材、構成及びそれら
の組み合わせは、それぞれが有する作用効果に基づく発明として認識される。
【０１３０】
　前記各実施形態で示されたそれぞれの形態、部材、構成等は、これら実施形態の全ての
形態、部材又は構成をそなえなくても、個々に、本願請求項に係る発明をはじめとした、
本願記載の全発明に適用されうる。
【産業上の利用可能性】
【０１３１】
　本発明は、あらゆる用途の湯水混合栓に適用されうる。
【符号の説明】
【０１３２】
　１０・・・湯水混合栓
　１２・・・混合栓本体
　１４・・・レバーハンドル
　１６・・・吐出部
　１８・・・湯導入管
　２０・・・水導入管
　２２・・・吐出管
　３８・・・レバー組立体
　４０・・・移動体
　４２・・・ハウジング
　４４・・・回動体
　４６・・・レバー
　４８・・・レバー軸
　５０・・・左右クリック用弾性部材
　５２・・・左右クリック用当接体
　５４・・・軸
　５６・・・前後クリック用当接体
　５８・・・前後クリック用弾性部材
　６０・・・可動弁体
　６２・・・固定弁体
　６４・・・パッキン
　６６、６７・・・Ｏリング
　６８・・・ベース体
　８０・・・湯流入孔
　８０ａ・・・湯流入孔の上開口線
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　８０ｂ・・・湯流入孔の下開口線
　８２・・・水流入孔
　８２ａ・・・水流入孔の上開口線
　８２ｂ・・・水流入孔の下開口線
　８４・・・流出孔
　８４ａ・・・流出孔の上開口線
　８４ｂ・・・流出孔の下開口線
　８６・・・可動弁体の上側部材
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